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●巻頭言 

在宅医学 ， 在宅医療の究極の目的 

－自分の住み慣れたところで ， 

健康に生涯を全うすること－ 

佐藤　  智 日本在宅医学会会長 

最近， 地球規模の大きな風水害， 地震や， 戦争， テロ事件など人為的なことにより， 

多くの方々の｢生命｣が失われている． 

私どもが現在 ， 健康を与えられていることは ， 不思議な位であるが ， いつかは皆 

「 死 」 を迎える ． 果たして私は ， そのための心の準備は出来ているのだろうか ． 「 死 」 

ですべては終わるのか，｢死後の世界｣はあるのだろうか． 

私は長年， ご自宅で 「がん」 などでなくなる方々のご最期を看取ることをしてきた． 

往診に行ってベッドの傍らで ， 共に時間を過ごしていると ， 患者さんから 「 私が死ん 

だ後 ， 私は一体どうなるのでしょうか ． それを見極めなければ死に切れません 」 と問 

いかけられることがある ． 私はその患者さんのお気持ちをうかがいながら ， ゆっくり 

とご一緒に，静かな「とき」をもつ． 

ある方は ， いろいろと考えられた末に病床でキリスト教の洗礼を受けて ， 平安のう 

ちに逝くなられた ． ある方は ， 熱心な仏教徒で ， 最後まで仏像をベッドの上で彫られ 

ながら息を引きとられた ． それらは小さい 「 人間の自然で ， 健康な死の姿 」 である ． 

最近言われている， spiritual well-beingをまっとうされた健康な姿である． 

この spiritual well-beingということは最近日本でもいろいろな分野で話題になりつ 

つある ． この概念は何回か世界保健組織 （ WHO） などで提唱されたことである ． （以 

前，本欄で， WHOで決定し，日本に議案が廻って来たと申し上げたのは誤りでした） 

先日 ， 都内の大きな書店へ行き ， 「 医療・精神 」 のコーナーに ， 「 スピリチュアル 」 

という題のついた本が沢山並んでいるのに驚いた．１年前にはほんの僅かであった． 

人間が 「 生きそして死んでゆくこと 」 を真剣に考えるとき ， この spiritualな問題を 

抜きにすることは出来ない時代になった ． しかし ， 日本の医療体制の現状をみると ， 

まだ「道は遠い」と言わざるを得ない． 

私は 「 在宅で死を迎えることの究極 の目的 」 は， この spiritualityの完結にあると信ず 

る． 
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